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0．はじめに 
本研究の目的は、現代標準トルコ語の対格 -I1 の出現条件を検討することである。
トルコ語の目的語には対格 -Iがつく場合とつかない場合があり、一般的には目的語が定
の場合対格が現れ、不定の場合は対格が現れないとされている。本研究では、対格-I の使
用に関する記述のある先行研究をまとめ、新聞記事より採取した用例がその記述と合致す
るかを調査した。結果、各条件の共起の傾向や、対格付与に与える影響の大小の一端を明
らかにした。 
なお、本文の囲み線、グロス、和訳、例文番号、図表番号は特に断りのない限りすべて
筆者によるものとする。 
1．先行研究 
卒業論文では定性に関する先行研究とトルコ語の対格付与に関する先行研究をまとめた。
本稿では紙幅の都合上、トルコ語の対格付与に関する先行研究のみについて述べる。 
以下では、1.1. 節で対格の出現条件について書かれた先行研究を、1.2. 節で対格の非出
現条件について書かれた Kuribayashi (1989) をまとめる。 
1.1. 対格のマーキング条件 
卒業論文では、対格のマーキング条件について述べた先行研究としてGöksel and Kerslake 
(2005)、Dede (1986)、Kuribayashi (1989) を取りあげた。いずれの先行研究も目的語が定あ
るいは固有名詞であること、動詞の直前でないこと、所属人称接辞が付くことをあげてい
る。しかし、それぞれの記述は完全に一致してはいない。それぞれの先行研究で挙げられ
た対格接辞付与の条件をまとめると以下の表 1 のようになる。筆者が同じと見なした条件
は同じ列に並べる。 
1
トルコ語の対格接尾辞は母音調和に従って -i, -ı, -u, -ü の 4つの形態をとり得る。また、母音の重複を
避けるため介入子音 -y が現れ得る。本研究では、対格接尾辞の代表形を -I として表記する。 
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表 1: 対格接辞の条件に関する先行研究のまとめ 
Göksel and Kerslake (2005) Dede (1986) Kuribayashi (1989) 
① 目的語が定 目的語が定 固有名詞、強調 
② 定性なしかつ動詞の直前
でない 
動詞の直前でない 動詞の直前でない 
③ 不定で所属人称接辞がつ
く 
不定で所属人称接辞がつく 所属人称接辞がつく 
④ 総称を示す複数形 不定かつ不特定、非指示で
総称（選択的） 
⑤ それ以前に文中で示唆さ
れている 
⑥ 指示詞の先行 
⑦ 属格マーカーの先行 
⑧ 名詞化した動詞 
⑨ 目的語が不定、指示、有生 
1.2. 対格の非マーキング条件 
以下では Kuribayashi (1989: 104-114) を要約する。 
非マーキング条件としては、目的語抱合 (object-incorporation; OI ) といわれる直接目的
語が動詞と不可分な構造が重要な関係を持っており、OI構造を持つ動詞と目的語の結合が
より強固になるほど対格 -Iは出現しにくくなる。Erguvanlı (1984: 23-24) は以下の OI構造
を持つ動詞句を取り上げた。 
グループ A  ders  çalış-「勉強する」, şarkı  söyle-「歌う」, yemek  yap-「料理する」 
授業 学ぶ                            歌       歌う                     食べ物  作る 
グループ B  günah  çıkar-「白状する」, göz kırp-「ウインクする」,  avuç  aç-「請う」 
罪         出す                             目   刈る                                     掌       開ける 
Erguvanlı (1984: 23-24) によればグループ Bのほうが明らかに語彙化されていると書か
れているものの、分類基準には言及していない。これに関して Kuribayashi (1989: 106) は
Erguvanlı (1984) の取り上げた OI構造に以下の 6 個の統語的変形テストを行った。すなわ
ち、①目的語の代名詞化、②Sと O の位置の入れ替え、③目的語の関係詞化、④動詞への
副詞の添加、⑤目的語への形容詞の添加、⑥強調の小辞 da の挿入 の 6つである。 
結果として、グループ Aに⑥の操作を行った場合のみ文が成立したが、他の場合はすべ
て非文になった。Kuribayashi (1989) はさらに、目的語に対格 -I または不定冠詞 bir が付
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くか否かで許容されるパターンが変わることを明らかにしている。 
OI構造をもつ二つのグループ間で許容される操作に差があるため、動詞と目的語の結合
度合いは異なっているといえる。グループ Bは目的語と動詞の結合が Aのものよりも強固
であり、そのために統語的変形を受けにくい。しかし、対格の出現に関しては様々な条件
が統合されており、グループ B のものでも変形を許す場合もある。 
1.3. 先行研究のまとめと問題点 
先行研究では対格 -I のマーキングが必要な場合について複数の条件が挙げられている
が、先行研究ごとに記述にばらつきがある。そのため、それぞれの条件について、実例を
用いて検証する必要がある。また、それぞれの条件の組み合わせにより、対格が出現しや
すくなる場合、あるいは出現しにくくなる場合があるのではないかという仮説を立てる。
実例が満たす条件の組み合わせを調べることでこの仮説を検証する。 
Kuribayashi (1989)ではマーキングがされない場合の条件として OI構造の結合度合いの
程度が関係しており、結合強度が高いほど対格が出現しにくくなることが述べられている
が、どのような語句の結びつきが強いかという点に関しては必ずしも明らかにされていな
い。用例採取を通じて結びつきの強い語句を調べる必要があると考える。 
2. 調査
2.1. 調査方法 
卒業論文では、目的語を用いた文章を抽出し、先行研究の対格付与の条件を検証するこ
とを目的として、新聞記事と小説を用いた調査を行った。本稿では紙幅の都合上、新聞記
事を用いた調査についてのみ記述する。 
新聞調査はトルコ国内で発行されている ZAMAN 紙を用いて行う。ZAMAN 紙は 1986
年創刊のイスラム主義的保守系新聞で、その発行部数はトルコで最も多い（林他（編） 2013: 
81 要約）。本研究では東京外国語大学の「日本語で読む中東メディア」プロジェクトで原
文、日本語訳共に紹介されている記事の本文中より、目的語を含む文を手作業で抽出し、
対格-I が付いているものと付いていないもの両方について、先行研究の対格付与の条件を
満たしているかを判定する。それぞれの目的語がどの条件に合致しているかを表にまとめ
る。2015年 7月 1日から同 8月 19日までの 13記事を調査した結果、延べ語数は 3312語
だった。 
条件の合致について、①定性の判断や⑤それ以前の文中での示唆の判断については、前
後の文脈も参照する。不明瞭なものは保留とし、合致数としてはカウントしない。定性に
関して記述に差がある、②動詞の直前でない、③所属人称接辞がつくなどの条件に関して
は、形式のみで判断する。 
2.2. 調査結果と考察 
2.2.1. 対格のある目的語 
対格のある目的語は 90 例、対格のないものは 62 例あった。以下、表 2 に、対格のあ
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る目的語 90 例の、各条件に合致した数を示す。表 2 の条件①～⑨は表 1 の縦軸の①～⑨
とそれぞれ対応する。一つの例文が複数の条件を満たす場合があるため、表 2 の各数字の
合計は 90 より多い。 
表 2: 対格のある目的語の調査結果 (新聞)  (全 90 例) 
条件 ① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧ ⑨ 
総数 23 28 49 6 30 1 27 27 7 
表 2 を見ると、③所属人称接尾辞の条件を満たしているものが 49 例と最も多い。反対
に、④総称、⑥指示詞の先行、⑨不定かつ指示的かつ有生の条件に合致しているものはそ
れぞれ 6 例、1 例、7 例と少なかった。条件①のみに合致する例は 5 例、②のみに合致す
る例は 1 例、③のみに合致する例は 4 例、④のみに合致する例は 2 例、⑤のみに合致す
る例は 5 例、⑥のみに合致する例は 1 例、⑦のみに合致する例は 0 例、⑧のみに合致す
る例は 2 例、⑨のみに合致する例は 3 例あった。 
以下に、対格付与の条件に多く一致している例を挙げる。対格の付与されている目的語
を囲み線で示す。 
(1) ...  şehid-in  yakın-lar-ı,  İpek'-in  tabut-u-nu  öp-tü. 
 殉職-GEN  親戚-PL-3SG.POSS   イペキ-GEN  棺桶-3SG.POSS-ACC  口づけをする-PAST 
      「殉職した警官の親戚たちは、イペキ氏の棺桶に口づけをした。」 
(http://www.zaman.com.tr/gundem_vucudunu-bombaya-siper-eden-sehit-polis-arkadaslarini-kurtar
di_2308316.html ) 
上の (1) は、形態的に③所属人称接尾辞、⑦属格の先行の二つの条件を満たしている。
さらに、筆者は⑤それ以前に文中で示唆されているという条件も満たすと考える。なぜな
らば、殉職した警官の葬儀について述べられた記事であるためである。文頭の省略した部
分は主語 yakınları「親戚たち」にかかる修飾であるため、目的語には影響がないと判断し
た。 
次に、各条件の組み合わせという観点から見ていく。条件①は条件⑤と共起する例が 11 
例と最も多い。事前に文中で示唆されることで読み手がその名詞句を特定しやすくなり、
ステータスが定へと近づくことが原因であると考えられる。なお、対格の付与されている
目的語のうち、条件①のみを満たすものは 5例あり、これは条件⑤と並んで最多であった。 
条件②は多くの他の条件と共起していた。条件②のみに当てはまるものは 1 例だった。 
条件③は特に条件⑦、⑧と共起しやすい。条件⑧について、形動詞 -DIK2 が付与された
2 形動詞 –DIK は音声的条件に従って d~t, i~ı~u~ü, k~ğ に音交代が起きうるが、ここでは -DIK を代表形
として用いる。 
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動詞は、行為者を人称接尾辞の形で表すことが多いためであると考えられる。条件③のみ
を満たす用例は 4 例と、他の条件と比較して多かった。 
条件④ は条件②、③と共起する例のみ確認できた。条件④ のみを満たす対格付与の例
も 2 例確認された。 
条件⑦は特に条件③と共起することが多い。反対に、条件④、⑥、⑨と共起する用例は
確認できなかった。所有関係を表す属格が先行する名詞句は、総称として用いることがで
きないためであると考えられる。同様に、条件⑨は名詞句が不定であることを要求するた
め、属格の先行する名詞句とは相性が悪く共起しないとみなすことができる。 
条件⑦ のみを満たし、かつ対格が付与されている例は確認できなかった。 
条件⑧は条件③と共起する用例が特に多かった。条件⑦と共起する用例も多い。条件②
と共起する用例では、名詞化した動詞が二重目的語として現れている用例が多かった。 
条件⑨は条件②、⑤のみと共起した。この条件のみに合致する用例は 2 例あった。 
2.2.2. 対格のない目的語 
対格表示はないが対格付与の条件に合致する目的語について、表 3 に調査結果をまとめ
る。この目的語の例は 13 例あった。対格表示がなく、かつ対格付与の条件に一つも合致
しない例は 47 例あった。 
表 3: 対格のない目的語の調査結果 (全 13例)（新聞） 
条件 ① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧ ⑨ 
総数 0 1 3 2 3 0 1 4 0 
条件③、⑧に合致する例が比較的多い。例文を以下に示す。対格のない目的語を囲み文
字で示す。 
(2) Şehit  polis-ler      İsa     İpek        ile    Serdar      Kazar'-ın
殉職   警察官-PL   イサ   イペキ    と     セルダル カザル-GEN
silah-ların-da-ki            son    kurş-un  bit-en-e  kadar   çarpış-tığ-ı 
銃-3PL.POSS-LOC-ADJ   最後   弾-GEN    終わる-PTCP-DAT    まで   衝突する-PTCP-3SG.POSS 
orta-ya        çık-tı. 
中心-DAT   出る-PAST 
「殉職した警察官のイサ・イペキ氏とセルダル・カザル氏は、銃の最後の弾丸が尽き  
  るまで戦っていたことを明らかにした。」 
(http://www.zaman.com.tr/gundem_vucudunu-bombaya-siper-eden-sehit-polis-arkadaslarini-kurtar
di_2308316.html ) 
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例文(2) は、②動詞の直前でない、③所属人称接辞、⑦属格マーカーの先行、⑧名詞化
した動詞の 4 個の条件に合致している。収集した例文の中で対格が付与されておらず②、
⑦ の条件に合致していたものは例文(35) のみだった。
この例文では、“ortayaçıktı” が一語として、イディオムに近い扱いを受けていると筆者
は予想する。語彙化していると仮定した場合、②動詞の直前でないの条件を満たしている
とみなすことができる。 
同様にイディオム化しているとみなすことができる例として、例文(3) を挙げる。 
(3) kutsal    toprak-lar-a  git-me-ye         hak   kazan-an    vatandaş-lar-dan 
 神聖な  地-PL-DAT     行く-INF-DAT   権利  得る-PTCP  市民-PL-ABL 
30  bin  775-'i      erkek,  28  bin  425'-i        kadın-lar-dan  oluş-uyor. 
千    775-ACC  男性            千    425-ACC    女性-PL-ABL   構成する-PROG 
 「聖地巡礼の権利を得た市民のうち、3万 775 人が男性、2万 8425 人が女性である。」 
(http://www.zaman.com.tr/aile-saglik_kutsal-topraklara-yolculuk-basliyor_2311382.html ) 
例文(3) は聖地巡礼に行く権利を得た人についての新聞記事であり、目的語 “hak” 「権
利」は条件⑤ 以前に示唆を満たしていると考えられる。例文(3) で “hak” に対格がついて
いない理由は、 “hak kazan-” が語彙化しており、対格を含まない形で一語であるという意
識が働いているためであると推測する。 
3. まとめ
他の条件との共起という観点から、対格付与の条件毎の特徴をまとめる。
条件①「定」は条件⑤「以前に示唆」と共起しやすい。また、条件①のみを満たし対格
が付与される例が最も多かったため、単独でも対格付与に大きな影響を与えることが推測
できる。 
条件②「動詞の直前でない」は、この条件を満たす用例が多くあり、さらに他の条件と
同時に満たされていることが多い。この条件を単独で満たす用例は一例しか確認できなか
ったため、単独で対格付与に与える影響については明らかにすることはできなかった。 
条件③「所属人称接尾辞」は、対格が付与されているケースで特にこの条件を満たして
いる例文の数が多かった。一方で、この条件を満たしているが対格が付与されていない例
が比較的多かった。前者は 90 例中の 49 例、後者は 13 例中の 3 例だった。この条件が対
格付与に与えている影響については、再考の余地がある。 
条件⑦「属格マーカーの先行」は、この条件のみを満たしかつ対格が付与される例文を
確認できなかった。トルコ語では属格の被修飾語には必ず所属人称接尾辞が付与されるた
めであると推測できる。条件⑦が成立するときは必ず条件③が成立するため、条件⑦は記
述する必要がないと筆者は考える。 
先行研究で対格付与の条件とされている条件⑧「動詞の名詞化」について、この条件を
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満たしているが対格が付与されていない例が他の条件と比べて多く見られた。この条件は、
対格付与にもたらす影響が小さいのではないかと予想できる。 
 対格が付与されていない目的語については、イディオム化が重要な役目を果たしている
と考えることができる。イディオム化が進んだ動詞句は一語とみなされるようになるため、
目的語に対格が付与されにくくなると考えられる。 
本稿では “ortaya çık-”、 “hak kazan-” がイディオム化している可能性を示した。イディ
オム化を調べる手段として、アクセントの調査と Kuribayashi (1989) の統語的変形テスト
の二つの方法が考えられる。発話の際のアクセントの位置を調査することで、二語として
発音されているのか、複合語として扱われているか3を判別できる。統語的変形テストにつ
いて、1.2. 節で見た Kuribayashi (1989) の統語的変形テストでグループ B と同様の結果を
示した場合、その語句はより語彙化されているとみなすことができる。 
 
4. 今後の課題 
 今回の調査で対格付与の条件に関する共起のしやすさや、対格付与への影響の大小を考
察することができた。しかし、先行研究で述べられたすべての条件について満足に考察で
きたとは言いがたい。さらに、条件④「総称」や条件⑥「指示詞の先行」については、そ
れぞれの条件を満たす用例を十分な数は収集できなかった。対格接辞の付いていない目的
語については、特定の目的語と動詞の組み合わせがイディオム化しているという仮説を導
いた。しかし一方で、対格付与がなされていない理由を判断できない例文があった。これ
ら本研究での不足点の検証を今後の課題としたい。 
 
略号一覧 
- : 形態素境界/ 3 : 三人称/ ABL: 奪格/ ACC: 対格/ ADJ: 形容詞化/ DAT: 与格/ GEN: 属格/ INF: 
不定形/ LOC: 位格/ PAST: 過去/ PL: 複数/ POSS: 所有/ PROG: 進行/ PTCP: 分詞/ SG: 単数 
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